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論 文 内 容 の 要 旨
鳥の行動圏の研究は多々ある｡ しかし個体の行動パターンの地理的な位置づけが不十分であり, 個体群





をむけている｡ 主論文の第一報では冬期の行動圏構造を述べ, 第二報では繁殖期のそれを述べて, 1 年間
を通ずる動態をあきらかにしている｡
第一報では申請者は冬期のエナガの群れを追跡し, 単位時間毎の位置を地図上に記録していく方法によ
って, 得られた活動点を分析して, 群れの行動圏の内部構造をあきらかにした｡ 即ち, エナガの群れは 1
-15羽 (平均7.2羽)で, 約0.2Km2 の混合林を行動圏としている｡ このような行動圏は円形にはならず,
谷沿いに伸長した楕円形をしており, その中に半径150-200mの活動点の高密度部があって, 1日の約80





かなりの重複部があるが, 生活のセンターたる高密度部は決して重複しない｡ しかも, これはシーズンを
通して定住的であり, その上, 隣接群の出あいには例外なくたたかいが認められるので, 冬期群に群れテ
リトリーがあることを認めた｡ 更に, この群れテリトリ- は生涯にわたって延長できるものであることを
証明した｡










ら, またヘルパーがあるにしても, それを季節変動の中で捕えると, 営巣期後半 (即ち交尾期 に相当す
る) にたたかいのピークを有する番いチリトリアリズムが認められる｡











的な表現であると見る｡ おそらくこの考え方は, 烏の社会構造の研究に一つの示唆を与え, 行動圏の個体
群における役割りを明らかにする猪口となるだろう｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
鳥類の社会構造の研究は, 古く Howard (1920)がそのなわぼりを指摘して以来, かなりの数に上っ
ている｡ しかしその多くは主として繁殖期の番いなわぼりだけを取扱ったもので, それを生活の季節変化
の中でとらえ, また行動パターン, 個体数の変動などを詳しく調べて, なわぼりの内部構造を探ったもの
は極めて少なかった｡
申請者はほぼ20年にわたって, シジュウガラに近縁のエナガについて克明な観察を行ない, その生活様





る状況を比較して, エナガの社会生活の季節変化が, 家族群- 大合同群- 小合同群- 番い群- 番い- 家族
群, と推移すること, またそれにも拘らず全期間を通じてかなり閉鎖的な群れを形成していることを明ら
かにした｡ この群れは, なかでも10月- 4 月の問の小合同群において非常に安定しており, またこの群れ
の行動圏は年間を通じてほぼ一定で, 常になわぼり行動によって他の群れの侵入から防衛されている｡ す
なわち, エナガでは 群`れなわぼりHが卓越するのである｡ いっぽう繁殖期の番い行動を詳しく調査した結
栄, 従来いわれていたり番いなわぼり"が存在しないとの諸説と逆に, その存在を証明し, ただそれが群れ
なわぼりの範囲内を細分するものであること, 初期には夜は群れとして行動することなど, 群れなわぼり








更に動物の社会一般のなわぼり (刺) についても論じ, その基本は場所の"間合いをとる"ための分割に
あるとの仮設を出し, 個体問のあつれきからなわぼりが生ずるとする従来の見解に対し, 少なくともエナ
ガにおいては, むしろ群れとして存在しうる空間の分割が重要であるとする論を発表した｡
以上のように, 申請者の研究は, 1. 群れなわぼりといった特殊な性質を克明に論議し, 動物の社会構
造全般の中で位置づけたこと, 2.種間における社会構造の多様性を論じ, それを中核と周縁として捉え
ることによって個体数調節機構の変異の問題として取扱ったこと, 3.なわぼりの生ずる機構について場
所の "間合いとり" という考えを出したこと, などの点で従来になかった新しい値域を開拓したものであ
る｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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